平成１５年３月１０日

愛知県オリエンテーリング協会

パーマネントコース・公園などを利用したオリエンテーリング普及活動事例

　パーマネントコースや公園を利用したオリエンテーリングの普及活動の事例として、当協会が主催している「フラワーウオーク」について紹介させていただきます。

１．基本コンセプト

　このイベントは、オリエンテーリングの普及に対し、以下を基本コンセプトとして企画したものです。

　①日曜日に公園でサッカーを楽しむように、オリエンテーリングを楽しんで欲しい。

　②オリエンテーリングの真のおもしろさをきちんと伝えたい。

　

２．基本的運営方針

　基本コンセプトの①に対して、一体何がネックになり、それに対し運営方法をどう変えたか。

障害要因
それを取り除く工夫

大会会場が居住地から遠い。

（わざわざ電車にのって公園にサッカーやりにいく人はいない）
居住地から近い公園、パーマネントコースを用いる。わざわざオリエンテーリングのためだけに来るわけでなく、ドライブがてら寄る公園など。

事前申込などが必要。

参加料を払い込むのが面倒。
すべて当日申込。

屋台のように、ふらっと寄ってやってもらえる。

着替えが必要だったり、特別な服装が必要。
コースはきわめて平易。散歩と同程度。

ベビーカー、ハイヒールで廻れることが原則。

コースが難し過ぎる。
地図さえみればだれでもできる平易なルート。

迷いそうな分岐には案内板。迷ってオリエンテーリングって難しい、と思わせない工夫。

　基本コンセプトの②については、オリエンテーリングの基本は全くそのまま変えていない。

　・使う地図は、専用のＯ－Ｍａｐ、コース取りなども、２ルートを考えさせるような工夫。

　・グループ参加の場合も、なるべく１人１枚の地図を配布。（特に子どもには地図を持たせる）

　・スタート前に地図の見方を説明。マスターマップからコントロールを写す作業もおこなってもらう。

　・ポイントには「地図クイズ」（後述）を設け、参加者の地図への興味を高める。

３．参加者増加の工夫

　以下に多くの人に参加してもらうかが重要である。以下のような工夫を実施。

　・従来は「大会を開催して人を集める」という方式から「人が集まるところで大会をやる」という考え。県内のパーマネントコースや地図のある公園で、最も人が集まる時期、それは花が咲く時期である。そこで、花の開花にあわせて大会を実施する。→フラワーウオークの命名の元になった考え。

　　　　例：３月梅→４月桜→５月つつじ→６月花菖蒲　など。

　・県内各地で順次開催。（現在は８箇所１５日間開催）２箇所以上参加すると特別の記念品を準備。たまたま一箇所にふらっと参加したら、別の会場にもきてもらうことで、リピーター増を工夫。

　・新聞社の後援により、新聞に公募記事を出してもらう。

　・新聞社に予めＦＡＸを送り、積極的に取材にきてもらう。普通の大会だと、せっかく記事になってもすでに大会は終了しており、その記事をみてやってみたいと思っても参加できない。フラワーウオークはシリーズで開催しているので、次の会場から参加することができる。

　・地元のイベントとタイアップ。花の咲く時期には、地元のイベントも開かれる。梅祭りとか。

　　そことタイアップして、そのポスターに入れてもらう。例年繰り返し開催することで、定着させる。

　　愛知県の場合は２００５年ＥＸＰＯがあるので、そのパートナーシップ事業として開催。

　　単独で実施する場合に比べ、話題性が高くなるので、取材の頻度が高くなる。

　・地元市町村の後援をもらって、市広報に載せてもらう。

　・当日、参加者を呼び込むために、会場内で、ビラ配りや勧誘を行う。

　・「自然クイズ」を各コントロールで出題し、興味をつなぐ。

４．運営の工夫

　このような運営は、当然いろんなデメリットが存在する。主なものは以下。

　・参加者数が当日でないとわからない。

　・当日の天気に大きく左右される。

　・開催日数が多いので、スタッフの確保が困難。

　

　これに対し、以下の工夫を行っている。

　・マスターマップ方式として、あまった地図は翌年へ回す。

　・スタッフは最低限で運営。最低１日２名でも運営できるようにしている。

　　受付け、スタート、ゴールは全て一箇所で行う。計時はしない。

　　一時に参加者が集中しないように、受付け時間は９時～２時まで幅広くとる。

　　受付けたら、その場からすぐにスタートし、参加者をためない。

　　会場設置も簡単に行えるよう更衣所は設けない。テントも基本的にははらず東屋の下で行う。

　　８時に集合して、コントロール付けと受付け設置して９時には開始できる。

５．クイズの出題

　（１）地図クイズ

　　オリエンテーリングは頭の中の作業が多く、そのことを理解してもらうには指導者がついていって細かく指導が必要かもしれない。しかし、少ないスタッフではそこまでできない。

そこで、その代わりに、オリエンテーリングの楽しさを伝えようと工夫しているのが地図クイズである。

地図クイズを考えることで、自然と地図の見方やルートの考え方、自分が正しいかどうかのチェックなどを学ぶことができるように工夫している。

以下のようなクイズを出題している。

・地図記号の見方（次のポイントｄｄ

具体的クイズの事例は添付資料参照。

